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はじめに

〇 令和３年８月１日より認定薬局制度が開始され、２年が
経過しました。

〇 地域包括ケアシステムを担う一員として、
地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局（認定薬局）は
地域医療の質の向上に貢献することが期待されています。

2



3

（診療報酬改定の結果検証に係る特別調査(H29かかりつけ薬剤師調査)速報値より）

外来で治療を受けるがん患者数の増加
外来で治療を受けるがん患者は、入院で治療を受けるがん患者の約1.5倍

（平成29年患者調査より）
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多剤投与の実態

<１日当たり使用している薬（定期的に医療機関に行って処方してもらっている薬がある患者）>

80歳以上の患者の７割超が、６種類以上の薬を服用

〇 薬物療法において、特に副作用に注意を要する疾病（例：がん）の治療環境が、
入院治療中心から、外来診療での治療に移行

○ 医療機関の機能分化、在宅医療や施設・居住系介護サービスの増加
⇒ 地域で様々な療養環境（入院、外来、在宅医療、介護施設など）に移行

○ 高齢化に伴い多剤服用事例増加 等

薬剤師・薬局を取り巻く環境の変化
ー 患者さんの環境の変化 ー



・ 要指導医薬品等を適切に選択できるような供給機能
や助言の体制

・ 健康相談受付、受診勧奨・関係機関紹介 等

・ 専門機関と連携し抗がん剤の副作用対応や
抗HIV薬の選択などを支援 等

かかりつけ薬剤師・薬局

☆ 副作用や効果の継続的な確認

☆ 多剤・重複投薬や相互作用の防止 ・ 24時間の対応

・ 在宅患者への薬学的管理・服薬指導

☆ 夜間・休日、在宅医療への対応

☆ 国民の病気の予防や健康サポートに貢献 ☆ 高度な薬学的管理ニーズへの対応

☆ 副作用・服薬状況
のフィードバック

○ ＩＣＴ（電子版お薬手帳等）を活用し、

・ 患者がかかる全ての医療機関の処方情報を把握

・ 一般用医薬品等を含めた服薬情報を一元的・継
続的に把握し、薬学的管理・指導

☆ 医療機関への
受診勧奨

☆ 処方内容の照会・
処方提案

☆ 医薬品等に関する相談
や健康相談への対応

※ 地域の薬局・地区薬剤師会との連携のほか、へき地
等では、相談受付等に当たり地域包括支援センター
等との連携も可能

医療機関等との連携

24時間対応・在宅対応
服薬情報の一元的・継続的把握と
それに基づく薬学的管理・指導

健康サポート機能 高度薬学管理機能健康サポート薬局

☆ 医療情報連携ネット
ワークでの情報共有

平成27年10月23日公表

「患者のための薬局ビジョン」～「門前」から「かかりつけ」、そして「地域」へ～
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○令和元年12月４日に医薬品、医療機器等の品質、有効性及び
安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律
（令和元年法律第63号）が公布

○令和３年８月１日より、薬局の基本的な機能に加えて、
がん等の専門的な薬学管理に対応できるなど、特定の機能を
備えた薬局を都道府県知事が認定する制度開始

薬剤師・薬局に求められていること
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地域包括ケアシステムを担う一員として、医療機関等の関係機関と
連携しつつ、その専門性を発揮し、患者に安全かつ有効な薬物療法を
切れ目なく提供する役割を果たすこと

法改正



引き続き推進

※ 今回の改正で薬剤師の義務としても別途規定

患者のための薬局ビジョン 地域連携薬局・専門医療機関連携薬局

高度な薬学的管理のための薬剤師の専門性の確保
専門医療機関との情報連携

同左
同左

患者の服薬情報等の一元的・継続的把握と指導
患者の服薬情報等の処方医等への提供
夜間・休日への対応
在宅医療への対応
医療機関等との情報連携、処方提案

同左（※）
同左（※）
同左
同左
同左

健康相談対応、受診勧奨
健康サポートに関する研修を修了した薬剤師の常駐
地域住民に対するお薬相談会等の実施
要指導医薬品等、衛生材料、介護用品等の供給

健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局

健康サポート機能

高度薬学管理機能 専門医療機関連携薬局の機能

かかりつけ薬剤師・薬局の機能 地域連携薬局の機能
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認
定
薬
局

「患者のための薬局ビジョン」と特定の機能を有する薬局の機能の比較



薬局の姿
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かかりつけ薬剤師・薬局

調剤

高度薬学管理機能

健康サポート薬局 地域連携薬局 専門医療機関連携薬局

在宅実績
連携実績

健康サポート機能

患者本位？
分業効果？

一元的・ 継続的管理
→安全性・有効性が向上

自分の求める機能がある薬局
を選択できる（見つけられる）



診療所

介護施設

在宅訪問

医療機関

（入院施設）

他薬局

地域連携薬局

患者宅

他医療提供施設と
情報連携

入退院時における
患者の服薬状況等の

情報連携

地域連携薬局
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入退院時の医療機関等との情報連携や在宅医療等に、地域の薬局と
連携しながら一元的・継続的に対応できる薬局



がん等の専門医療機関

専門医療機関
連携薬局

がん等の専門医療機関
と治療方針等の共有

診療所病院

情報連携

がん等の専門医療以外の医療の場

他薬局

専門医療機関連携薬局
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他医療提供施設と連携してがん等の専門的な薬学管理に対応できる薬局



認定要件の概要
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（１）患者が安心して相談しやすい環境
プライバシー等への配慮した構造設備 等

（２）医療提供施設（医療機関、薬局等）との連携体制
地域ケア会議や退院時カンファレンス等への参加など、
関係機関と情報共有する体制 【情報提供の実績も必要】

（３）地域でいつでも相談や調剤に対応できる体制
時間外の相談対応、休日・夜間の調剤対応、地域のＤＩ室 等

（４）高い能力を持つ薬剤師が患者に継続して関わるための体制
・地域包括ケアシステム研修修了薬剤師／がんの専門性を有する
薬剤師の配置

・常勤薬剤師の配置
（５）在宅医療への対応＜地域連携薬局のみ＞

麻薬、無菌調剤及び医療機器・衛生材料を提供する体制の整備
【居宅等における調剤並びに情報の提供及び薬学的知見に基づく指導の実績】



目指すべき方向
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〇地域包括ケアシステムを担う一員として認定薬局が地域医療の質の向上に
貢献する。

＊大阪府では厚生労働省の想定軒数に準じた認定軒数を目指す。
地域連携薬局 ：日常生活圏域(中学校区)ごとに少なくとも１薬局以上
専門医療機関連携薬局：二次医療圏ごとに少なくとも１薬局以上

府民・関係機関、薬局に向けた取組みについて

（１）府民・関係機関への周知
・認定薬局の役割や活用するメリットを周知（ＨＰの作成、啓発資材等の配布）
・認定薬局を検索できるサイトを整備

（２）薬局への支援
・かかりつけ薬剤師・薬局の機能強化に係る事業の好事例を共有
・医療機関と薬局の連携及び在宅での服薬指導等に関する研修

令和３年度 第１回大阪府薬事審議会において審議



北海道 ２０５ 東京都 ６８７ 滋賀県 ４９ 徳島県 ２７

青森県 ２８ 神奈川県 ３６４ 京都府 １２４ 香川県 ４０

岩手県 ２６ 新潟県 ７８ 大阪府 ２８０ 愛媛県 ３５

宮城県 ８３ 山梨県 １３ 兵庫県 １６７ 高知県 ２２

秋田県 １８ 長野県 ４８ 奈良県 ２９ 福岡県 １２０

山形県 ２３ 富山県 ４２ 和歌山県 １６ 佐賀県 ８

福島県 ６６ 石川県 ３９ 鳥取県 １７ 長崎県 ３２

茨城県 １４０ 岐阜県 ４９ 島根県 １４ 熊本県 ３４

栃木県 ６０ 静岡県 １１９ 岡山県 ５０ 大分県 ３２

群馬県 ５４ 愛知県 １４０ 広島県 ９７ 宮崎県 ２２

埼玉県 ２４６ 三重県 ６４ 山口県 ３０ 鹿児島県 ３５

千葉県 １９７ 福井県 １２ 沖縄県 ７

地域連携薬局数（全国）
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全数 ４,０８８（令和５年12月31日時点）



大阪市 96 守口市 2 松原市 7 忠岡町 0
堺市 38 枚方市 11 羽曳野市 3 泉佐野市 3
豊中市 12 寝屋川市 5 藤井寺市 2 泉南市 0
池田市 8 大東市 2 大阪狭山市 4 阪南市 2
吹田市 18 門真市 4 太子町 0 熊取町 1
箕面市 5 四條畷市 1 河南町 0 田尻町 1
豊能町 0 交野市 1 千早赤阪村 0 岬町 0
能勢町 0 八尾市 8 岸和田市 1
高槻市 10 柏原市 2 貝塚市 1
茨木市 10 東大阪市 10 泉大津市 0
摂津市 3 富田林市 1 和泉市 3
島本町 1 河内長野市 2 高石市 2

全数 ２８０（令和５年12月31日時点）
地域連携薬局数（大阪府）

(参考)管轄別件数
薬務課 144
茨木HC 67
守口HC 26
藤井寺HC 29
泉佐野HC 14

13※ 青字は保健所設置市



地域連携薬局数の推移（中河内・南河内圏域）
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※ 中学校区数は、公立中学校（義務教育学校(後期課程)を含む）の数
（出典）大阪府内市区町村別人口：令和４年度大阪府統計年鑑(令和４年10月1日時点）

令和５年度 公立中学校・義務教育学校（後期課程）一覧表
https://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/jyuusho/index.html

圏域 市区町村 中学校
区数※ R3.8.1 R4.3.31 R4.7.30 R5.3.31 R5.7.31 R5.12.31 充足率 人口

10万対

大阪府全体 456 58 179 207 261 264 280 61.4% 3.2 

中河内 48 6 15 18 20 19 20 41.7% 2.4 
八尾市 15 3 7 8 8 8 8 53.3% 3.1 

柏原市 8 0 1 1 2 2 2 25.0% 3.0 

東大阪市 25 3 7 9 10 9 10 40.0% 2.0 

南河内 37 1 9 11 15 17 19 51.4% 3.3 
富田林市 8 0 0 0 1 1 1 12.5% 0.9 

河内長野市 7 0 0 1 2 2 2 28.6% 2.0 

松原市 7 0 3 4 4 4 7 100.0% 6.0 

羽曳野市 6 0 3 3 3 3 3 50.0% 2.8 

藤井寺市 3 1 3 3 3 4 2 66.7% 3.2 

大阪狭山市 3 0 0 0 2 3 4 133.3% 6.9 

太子町 1 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 

河南町 1 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 

千早赤阪村 1 0 0 0 0 0 0 0.0% 0.0 



地域連携薬局の件数推移
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専門医療機関連携薬局数（全国）
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北海道 １３ 東京都 １６ 滋賀県 ６ 徳島県 １

青森県 １ 神奈川県 １３ 京都府 ３ 香川県 ０

岩手県 ２ 新潟県 １ 大阪府 １３ 愛媛県 ２

宮城県 ６ 山梨県 ０ 兵庫県 ６ 高知県 １

秋田県 ０ 長野県 ５ 奈良県 ０ 福岡県 ８

山形県 ３ 富山県 ３ 和歌山県 ０ 佐賀県 ３

福島県 １ 石川県 １ 鳥取県 ０ 長崎県 ５

茨城県 ６ 岐阜県 １ 島根県 １ 熊本県 ２

栃木県 ４ 静岡県 ３ 岡山県 ３ 大分県 １

群馬県 ３ 愛知県 １０ 広島県 ２ 宮崎県 ０

埼玉県 １０ 三重県 ４ 山口県 ２ 鹿児島県 ２

千葉県 １０ 福井県 ０ 沖縄県 １

全数 １７８（令和５年12月31日時点）



大阪市圏域 ５
北部：都島区１
西部：福島区１、西淀川区１
東部：中央区１
南部：阿倍野区１

北河内圏域 ０

中河内圏域 １
八尾市1

堺市圏域 3
堺区１、北区１、西区1

南河内圏域 １
富田林市1

豊能圏域 １
吹田市１

泉州圏域 ０

三島圏域 ２
高槻市１、茨木市１

全数13（令和５年12月31日時点）

(参考)管轄別件数
薬務課 8 茨木HC 3 守口HC 0
藤井寺HC 2 泉佐野HC 0
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専門医療機関連携薬局数（大阪府）



https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/yakkyokutorikumi/202108nintei.html

★府内の地域連携薬局・専門医療機関連携薬局等の
最新リストは下記のホームページに掲載しています！

大阪府内の認定薬局リスト
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令和５年度の取組み状況
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【府民への周知・広報】
・大阪府ホームページで認定薬局制度の紹介や認定薬局リストの掲載等
・「薬と健康の週間」での啓発資材(メモ帳“くすりは正しく使おう！”)の配布
・大阪府消費者フェアでの広報(web開催 11月5日～12月9日)
・大阪府民のための健康アプリ「アスマイル」を活用したＰＲ

コラム掲載（10月13日）
アンケート実施（10月27日～11月10日）

【薬局への支援】
・立入調査の際に、認定薬局の周知チラシを配布
・大阪府薬剤師会が主催する講習会（令和６年１月20日開催）において、

府内の認定状況等について紹介。
・薬剤レビュー研修（令和６年２月24日開催予定）を実施。

【関係機関への周知・広報】
・各二次医療圏域における在宅医療懇話会において周知チラシを配布
・薬事懇話会での認定状況等の説明（堺市、豊能、三島、北河内、中／南河内、

泉州予定含む）
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これからの課題

〇 大阪府では、認定薬局の推進と制度周知に取組んでいる
ところです。

〇 地域の薬事部会・薬事懇話会において、薬局が認定を取
得する際のハードルや必要な支援、府民・医療介護関係
者の認定薬局制度に対する認知度など、これからの課題
についてご意見をいただきたいと考えております。
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大阪府からのお知らせ
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～ 地域別ジェネリック医薬品等使用実績リストを公開しています ～



【目的】
〇診療所等や薬局においてジェネリック医薬品を採用する際の参考にしていただく。
〇フォーミュラリを検討する際の参考にしていただく。
【内容】
国保及び後期高齢者の調剤レセプトデータから使用実績リストを郡市区別に作成
※二次医療圏別から、より地域三師会の単位に近い郡市区別のデータにバージョンアップ(R4)

●大阪府HP URL

【郡市区別ジェネリック医薬品等使用実績リストの構成】
① ページ案内シート
② 目次シート
③ 地域別医薬品実績リストシート
④ 索引シート

薬効分類や薬剤名でも
検索しやすいように工夫

現在のリストは、ジェネリックが発売されていない先発医薬品のみの成分は掲載されていない。
➡ フォーミュラリに関連する先発医薬品も含む使用実績リストにバージョンアップ予定。(R5)

※ 引続きオープンデータとして大阪府ホームページで公開予定
28

地域(群市区)別ジェネリック医薬品等使用実績リスト

https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/generic/gelist.html

関連する先発薬のデータも見える化することで
フォーミュラリの評価や薬効群の拡充につなげたい
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地域(群市区)別ジェネリック医薬品等使用実績リスト（見本）



New ジェネリック広報チラシ（両面）

薬局の健康イベントや地域活動などに
ぜひご活用ください！

30

R5大阪府「薬と健康の週間」実行委員会ポスター

R5厚生労働省「薬と健康の週間」ポスター

かかりつけ薬剤師・薬局等啓発
二つ折りリーフレット（供給状況も掲載）

【大阪府行政オンラインシステム】

大阪府では、薬局に活用いただくための広報資材を作成し
お申込みいただいた薬局に無料でお送りしています

お申込みはこちらの
二次元コードから→

広報資材の提供
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